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研究をしているので、現代日本の殺人というこれは戦争ではなくて普段の 1 対 1 の個体の
葛藤による殺人の事ですが、今の日本人だと 10 万人あたり一人以下ですね、殺人で殺され
るのは。現代のニューヨークは 10 万人あたり 10 人、かなり高 いほうです。それに対して
エスキモーとかフェゴーとかゲブシンの人たちというのは、かなり高い頻度に、計算すると











50 の社会の 66%はかなり間がなく戦争状態を続けているというところです。90 の社会の
62%は 1 年に 1度、70 から 90%は少なくとも 5 年に 1度はそういう集団間戦闘というのを
経験しています。それからネイティブアメリカンの平原インディアンたちの研究だと 86%
が 1 年に 1 度以上そういうことも起こっているということです。ダニ族、ニューギニアの
ダニの人たちは研究者が入っている期間の 5 ヶ月半に 7 回の戦闘と 9 回の襲撃があったと




































































































































































































































































































































































































































いますが、大抵個人的なものは個人的な 1 対 1 のコンフリクトだからそこに、あの、暴走
族のとかってそうですね。自分が直接危害を受けたわけでもないのに、仲間の誰かがやられ
たということが全員共通の損害と認識される、で、それで自分に対する侮辱と同じ侮辱だと
思うっていうのは、内集団の帰属意識というのが集団全体のコストを個人のコストのよう
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に感じる。で、それが働くと、そのメカニズムが働くと、あ あいう形になる。それは戦争で
もそうだし、サッカーのあれもそうかもしれません。  
 
 
